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第 1章 緒言 

１．研究の背景 

高齢期に多発しやすい関節疾患，とくに変形性関節症などによる膝の痛みは活動の制限を誘

発し，手段的日常生活動作能力（以下，IADL）を低下させ，生活の質（以下，QOＬ）をも著

しく下げる．膝痛に対しては，運動療法や薬物療法，装具療法などの保存的治療が主に行われ

ているが，体力医学の領域でしばしば使用される伸縮性医療用テープであるキネシオテープ

(以下，KT)の高齢者の膝痛緩和や運動機能に及ぼす効果を検討した研究はみられない．  

2．先行研究 

KT に関する国内外の先行研究は主に 3 つのタイプがみられる． テープ自体の機能性を比較

した研究， テーピング・アプリケーションを比較した研究，症状などに対する有効性の比較研

究の 3 つである．本研究は 3 つ目の KT の有効性を問うものとなる． 

３．研究の目的 

本研究の目的は，KT が高齢者の膝痛緩和および運動機能に及ぼす効果を明らかにすること

である． 

４．研究の意義 

家庭に常備できる KT の減痛効果が明らかになれば，医療機関のみならずセルフケアでの活

用も期待できる．さらに，運動機能に及ぼす好影響が明らかになれば高齢期の生活機能の支援

にもつながるものと考えられる． 

５．新規性 

本研究の新規性は，KT の高齢者の膝痛および運動機能の両面に及ぼす効果を検討したとこ

ろにある． 

第 2章 研究方法 

１．調査対象  

(1)対象者の選択 

機縁の高齢者集団より日常的な膝の痛みを感じている者から希望者を募って対象とした． 

２．調査方法 

(1）調査項目 

痛みの状態，膝疾患の既往歴，膝痛の治療法，食生活，変形性膝関節症患者機能評価尺度

（JKOM）等を調査した． 

(2）介入方法 

Timed up & Go テスト（TUG）動作を，テープの貼付の無い場合，有る場合それぞれについ

て，通常歩行速度，最大歩行速度の両方で行ってもらった． 

(3）痛みと筋力の測定 

1）痛みの評価指標 

痛みの強さは，視覚的アナログ尺度（Visual Analog Scale；VAS)を用いて評価した． 
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2）運動機能の評価指標 

通常歩行速度，最大歩行速度それぞれの TUG 時間を測定した． 

3）測定時点 

 膝痛は TUG 動作の前後で VAS による評価を行い，運動機能については，KT 貼付の有無別

に通常および最大歩行速度での TUG 時間を測定した． 

３．調査の期間 

調査は令和元年 11 月～令和 2 年 2 月まで行った． 

４．分析方法 

痛みの評価（VAS）は，テープ貼付の有無別に，安静時と運動後の平均値の差を対応のある

t 検定にて比較した．さらに，VAS の初期値を共変量とした一般線形モデルにて，VAS の初期

値調整後のテープ貼布の有無別による膝痛（VAS）の変化を検討した．TUG については，通

常速度と最大速度それぞれの条件ごとに，テープ貼付の有無による平均の差を対応のあるｔ検

定にて比較した． 

統計解析は IBM 社製 SPSS Statistics Version 25.0 を使用して 5%を有意水準とした．  

5． 倫理的配慮 

調査は桜美林大学倫理委員会の審査， 承認（承認番号 19036）を得て行った． 

第 3章 結果 

１．対象者の状況 

 対象者は，男性 12 名，女性 47 名，計 59 名，平均年齢 76.0 歳±6.6 歳であった． 

 全員に膝痛があり，34名（57.6％）が医師より変形性関節症の診断を受けていた．27名（45.8％）

は膝痛に薬剤を使用しており，湿布を使っている者が 25 名（42.4％）と最も多かった． 

２．テープ貼布の有無別にみた安静時と運動（TUG）後の膝の痛みの変化 

安静時の膝痛は，テープ貼付無に比較しテープ貼付有が有意に低かった．運動後の膝痛は，

テープ貼付時は左右とも，テープを貼付しない場合は右膝のみ有意に軽減した． 

次いで，一般線形モデルにて VAS の初期値を調整して運動による痛みの変化を検討した結

果，テープ貼付により痛みが軽減する傾向はみられたが，統計学的には有意でなかった． 

３．テープ貼布の有無別にみた TUGの変化 

運動機能指標とした TUG の値を通常歩行速度，最大歩行速度別に，テープ貼付の有無によ

る差を対応のあるｔ検定で比較した結果， テープ貼付有のフェーズにおいて TUG は短縮す

る傾向がみられ，通常速度において TUG は，テープを貼付した場合に有意に短縮した（10.70

秒 v.s. 9.54 秒，ｐ<.001）． 

第 4章 考察 

KT 貼付時に安静時の膝痛が低減した理由としては，テープ貼付による痛みの減弱効果に加

え，本研究では，多くの対象に対しテープ貼付無しでの運動を先に行わせたため，運動による

疼痛緩和効果も加わっている可能性が考えられる． 
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運動前後の膝痛の変化にもたらす KT 貼付の影響は，痛みの初期値を調整するとその有意性

は消失したが，通常歩行速度における運動機能の改善の効果が認められた．運動前後の痛みの

変化に対する KT の効果があまりみられなかった主な原因としては，関節の変形による痛みは

軽度の運動により軽減することが多いこと，また，本研究では膝痛がある者を調査対象とした

ものの，調査日当日の痛みがほとんど無かった者が数名いたことが考えられる． 

本研究ではKTの貼付により通常歩行速度でのTUG動作の有意な短縮がみられたことから，

KT 貼付は，膝痛を有する高齢者の日常生活動作を，痛みを増強させることなく円滑に行うこ

とに役立つものと考えられた．   

第 5章 結論 

 KT が高齢者の運動前後の膝の痛み，および，運動機能に及ぼす効果を検討した結果，膝痛の

軽減効果は初期値を調整するとその有意性が消失したが，通常歩行速度での TUG 動作時間を

短縮する効果が認められた． 
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